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豊橋市では、男女がそれぞれの個性と能力

を十分に発揮し、いきいきと暮らすことが

できる男女共同参画社会の実現をめざし、

様々な施策を推進しています。この冊子で

は、男女共同参画に関する市民の意識を把

握するために実施したアンケート調査の主

な結果について紹介します。 

《調査の概要》 

■調査目的：本調査は、社会情勢の変化に対応した効果

的な施策を展開するため、市民の男女共同

参画に関する意識やニーズを把握する目的

で実施しました。 

■調査対象：豊橋市在住の 16歳以上の男女 

■調査人数：男女各 1,500人 合計 3,000人 

■有効回収：839通（27.9％） 

■抽出方法：無作為抽出 

■調査時期：令和３年 8月 

男女共同参画社会における用語の認知度について 

● 『ＬＧＢＴ等性的少数者』、『ジェンダー』という用語については、７割を超える人が「言葉
も内容も知っていた」と「言葉だけは知っていた」をあわせた“知っていた（※）”と回答し
ています。 

● 一方、『アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）』という用語については、約８割の人が
「知らなかった」と回答しています。 

回答者数 = 839

A 　ワーク・ライフ・バランス

B 　デートDV

C 　LGBT等性的少数者

D 　パートナーシップ制度

E 　ジェンダー

F 　アンコンシャス・バイアス
     （無意識の偏見）

34.9

20.6

52.3

22.1

43.6

6.7

18.5

13.9

21.5

36.9

33.3

9.2

43.4

62.0

22.4

37.2

19.7

80.3

3.2

3.5

3.8

3.8

3.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っていた 言葉だけは知っていた 知らなかった 無回答

※「言葉も内容も知っていた」と「言葉だけは知っていた」の計 

無意識の偏見への気づきは

男女共同参画社会の実現の

第一歩♪ 
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■ 社会全体 ■ 
 

 

 

 

  
■ 場面及び分野別 ■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 男女別 ■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

家庭・職場・地域における固定的な性

別役割分担、性差別意識

男性中心の組織運営

女性の能力開発の機会が不十分

女性の活動を支援する体制の不足

女性が積極的ではない

家族の支援・協力がない

その他

わからない

無回答

61.4

66.6

32.3

54.0

35.0

49.6

3.6

4.7

0.4

50.8

56.4

29.5

46.2

33.8

34.4

3.1

5.9

0.5

0 20 40 60 80

社会全体の男女の地位評価では、 

約 7割の人が「男性の方が優遇 

されている」と感じています 

● 社会全体でみた男女の地位の平等感について
たずねたところ、約７割の人が“男性の方が優
遇されている”と答えており、その割合は男性
よりも女性で高くなっています。 

● 場面及び分野別でみると、『学校』では5割半ば
の人が「平等」と答えています。 

● 男女別でみると、特に『Ａ 家庭』において、
男性に比べ、女性で“男性の方が優遇されてい
る（※１）”の割合が高くなっています。 

※１：「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優
遇されている」の計  

※２：「どちらかといえば女性の方が優遇されている」と「女性の方が非常に優
遇されている」の計 

５割半ばの人が「男は仕事、女は家

庭」という考え方に反対しています 

● 「男は仕事、女は家庭」という考え方について
は、５割半ばの人が“反対する”と答えていま
す。（初めて5割を超えました。） 

● 男女別でみると、女性に比べ、男性で“賛成す
る”の割合が高くなっています。 

※１：「賛成する」と「どちらかといえば賛成する」の計  

※２：「どちらかといえば反対する」と「反対する」の計 

● 政策や方針決定の場への女性の参画状況が男
性よりも低い理由を複数選択でたずねたとこ
ろ、「男性中心の組織運営」の割合が最も高く、
次いで「家庭・職場・地域における固定的な性
別役割分担、性差別意識」、「女性の活動を支援
する体制の不足」の割合が高くなっています。 

政策や方針決定の場への女性の参画状況

が男性よりも低い理由 

回答者数 = 839

A 　家庭

B 　職場

C 　学校

D 　地域活動の場

E 　政治の場

F 　法律や制度

G 　しきたりや習慣

50.5

65.0

18.8

39.9

76.8

46.5

72.9

28.4

14.2

54.4

34.2

8.6

29.1

11.4

10.6

8.1

5.4

7.0

1.5

8.0

3.6

6.9

8.7

16.2

13.8

8.9

12.0

8.3

3.6

4.1

5.2

5.0

4.2

4.4

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている（※１） 平等である

女性の方が優遇されている（※２） わからない

無回答

回答者数 =

　 839 71.1 9.9 7.4 7.9 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 446

男性 390

78.5

62.5

5.4

14.9

4.0

11.2

7.6

8.2

4.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている（※１） 平等である

女性の方が優遇されている（※２） わからない

無回答

女性

（回答者数 = 446）

男性

（回答者数 = 390）

回答者数 =　 839 14.3 28.0 57.6 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 446

男性 390

11.9

17.2

24.4

31.8

63.7

50.8 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成する（※１） どちらともいえない 反対する（※２） 無回答

A 家庭

B 職場

C 学校

D 地域活動の場

E 政治の場

F 法律や制度

G しきたりや習慣

＜女 性＞

回答者数 ＝ 446

61.2

70.6

22.2

46.4

81.4

54.0

76.5

20.9

11.7

51.3

28.5

4.3

20.9

8.5

7.4

4.5

3.8

4.0

0.9

4.9

2.7

7.0

9.6

17.3

15.7

9.0

15.0

8.5

3.6

3.6

5.4

5.4

4.5

5.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている（※１） 平等である

女性の方が優遇されている（※２） わからない

無回答

A 家庭

B 職場

C 学校

D 地域活動の場

E 政治の場

F 法律や制度

G しきたりや習慣

＜男 性＞

回答者数 ＝ 390

38.2

58.5

14.6

32.6

71.5

37.7

69.0

37.2

17.2

57.9

40.8

13.3

38.7

14.6

14.1

12.3

7.2

10.3

2.3

11.3

4.6

6.9

7.4

15.1

11.8

9.0

8.7

8.2

3.6

4.6

5.1

4.6

3.8

3.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日・休日の活動時間 

● 平日では、男女とも『仕事（収入の得られる労
働）』の時間が最も長くなっています。 

● 休日では、男性では『趣味・レジャーなどの余
暇活動』が最も長いのに対し、女性では『家事
（掃除・洗濯・炊事など）』が最も長くなってい
ます。 

単位：時間  平日 休日 
全体 女性 男性 全体 女性 男性 

Ａ 仕事（収入の得られる労働） 5.29 4.45 6.25 1.03 1.03 1.04 

Ｂ 家事（掃除・洗濯・炊事など） 2.41 3.46 1.21 2.92 4.03 1.63 

Ｃ 子育て（乳幼児から学生まで） 1.15 1.84 0.38 1.72 2.42 0.93 

Ｄ 介護・看護 0.26 0.31 0.19 0.31 0.35 0.25 

Ｅ ボランティア・ＮＰＯ活動 0.08 0.09 0.07 0.08 0.05 0.11 

Ｆ 地域活動（自治会の 530 運動・資源回収など） 0.08 0.08 0.09 0.15 0.09 0.22 

Ｇ 趣味・レジャーなどの余暇活動 1.28 1.16 1.41 2.93 2.43 3.45 
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働くことを希望する女性が働き続ける

ために必要だと思うこと 

● 働くことを希望する女性が働き続けるために
必要だと思うことを複数選択でたずねたとこ
ろ、「男性の家事などへの参加」や「育児や介護
を両立できる職場支援」といった男性側・職場
が変わらないといけない部分で男性の割合が
低くなっています。 

● 「家庭」、「仕事」、「地域活動」との優先順位の希望と現実について比較すると、全体では、「「仕事」を優
先」の割合が希望の5.2％に対し、現実は22.4％と増加しています。 

● 男女別でみると、女性の「「家庭」を優先している」の割合について、希望が25.6％に対して現実が36.5％
と増加しています。 

女性が仕事をすることについて 

どのように思うか 

● 女性が仕事をすることについてどのように思
うかをたずねたところ、「子どもができたら産
休・育休・時短勤務などを利用して、仕事をず
っと続けるのがよい」の割合が高くなっていま
す。 

「家庭」、「仕事」、「地域活動」との優先順位の希望と現実では 

「「仕事」を優先」の割合が希望より現実で増加しています 

％

保育園や児童クラブなど、子どもを預

けられる環境の整備

介護サービスの充実

家事・育児などの支援サービス

男性の家事などへの参加

男性が時短勤務及び育児休業などの

制度を利用できる職場環境

女性が働き続けることへの理解や意

識改革

長時間労働に対する職場環境の改善

育児や介護を両立できる職場支援

その他

わからない

無回答

85.0

56.5

48.2

71.7

54.0

62.1

45.3

71.5

3.4

1.8

1.1

81.8

48.2

48.2

55.9

52.6

54.4

38.2

55.1

2.3

2.1

0.0

0 20 40 60 80 100

女性

（回答者数 = 446）

男性

（回答者数 = 390）

全 体
（回答者数 = 874）

希望

現実

女 性
（回答者数 = 446）

希望

現実

男 性
（回答者数 = 390）

希望

現実

25.7

31.0

25.6

36.5

25.9

24.6

5.2

22.4

2.9

19.1

7.7

26.2

5.2

5.8

5.4

4.5

5.1

7.2

23.8

19.1

25.6

20.2

21.8

17.9

16.2

7.0

15.7

6.5

16.9

7.7

2.7

4.1

2.7

4.0

2.8

4.1

15.0

5.0

17.5

4.7

12.3

5.4

4.8

4.4

3.6

3.4

6.2

5.6

1.2

1.2

1.1

1.1

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「家庭」を優先している

「仕事」を優先している

「地域・個人の活動」を優先している

「家庭」と「仕事」をともに優先している

「家庭」と「地域・個人の活動」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の活動」をともに優先している

「家庭」と「仕事」と「地域・個人の活動」をともに優先している

わからない

無回答

％

子どもができたら産休・育休・時短勤

務などを利用して、仕事をずっと続ける

のがよい

子育てを機に退職し、子どもが育った

らフルタイムの仕事に就くのがよい

子育てを機に退職し、子どもが育った

らパートタイムの仕事に就くのがよい

子どもができるまでは仕事をするのが

よい

結婚するまでは仕事をするのがよい

女性は仕事をしない方がよい

その他

わからない

無回答

54.5

3.6

16.1

6.7

1.6

0.2

9.6

5.6

2.0

50.3

8.7

15.4

4.9

1.8

0.5

10.0

7.7

0.8

0 20 40 60 80

女性

（回答者数 = 446）

男性

（回答者数 = 390）
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■ 社会全体 ■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 男女別 ■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４割半ばの人が暴力行為（DV）につい

て「だれにも相談しなかった」と 

回答しています 

暴力行為（DV）を 

相談しなかった理由 

● 配偶者や交際相手から受けた暴力行為（DV）に
ついて誰かに打ち明けたり、相談したりしたか
を複数選択でたずねたところ、「だれにも相談
しなかった」の割合が高く、４割半ばとなって
います。 

● 暴力行為（DV）について相談しなかった理由を
複数選択でたずねたところ、「相談するほどの
ことでもないと思ったから」の割合が最も高
く、次いで「相談しても解決できないと思った
から」、「自分さえ我慢すればよいと思ったか
ら」の割合が高くなっています。 

 

新型コロナウイルス感染拡大後の生活

の変化 

● 新型コロナウイルス感染拡大後の生活の変化を

たずねたところ、『家事の時間』で「変わらない」

の割合が最も高く、約６割となっています。 

● また、『こころや身体に関する健康面』では「増え

た」の割合が高く、３割半ばとなっています。 

● 男女別でみると、男性に比べ、女性で「家事の時

間」「こころや身体に関する健康面」「家事・育児・

介護」で“増えた”の割合が高くなっています。 

増えた 変わらない 減った もともとしていない・ない 無回答

回答者数 = 839

Ａ　仕事の時間

Ｂ　家事の時間

Ｃ　育児の時間

Ｄ　介護の時間

Ｅ　配偶者・パートナーから

　　の暴力

Ｆ　雇用や所得などの

　　経済面

Ｇ　こころや身体に関する

　　健康面

Ｈ　家事・育児・介護

時

間

の
変

化
に

つ

い
て

不

安

感
に
つ
い

て

5.8

22.2

8.7

3.5

1.2

11.4

36.0

16.1

51.6

59.2

22.3

14.3

9.5

39.3

38.5

46.0

13.1

1.5

0.5

0.6

0.5

13.8

3.1

0.5

23.6

11.4

58.8

72.1

77.2

23.6

14.1

26.7

5.8

5.6

9.8

9.5

11.6

11.8

8.3

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 122 ％

家族に相談した

友人・知人に相談した

行政機関に相談した（愛知県女
性相談センター　豊橋市DV相
談、市役所、ほいっぷ　など）

警察に連絡・相談した

弁護士に相談した

医師に相談した

民間のカウンセリングルームに
相談した

その他

だれにも相談しなかった

無回答

27.9

32.0

7.4

1.6

0.0

3.3

1.6

4.1

45.1

4.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 55 ％

どこ（だれ）に相談してよい
のか分からなかったから

恥ずかしくてだれにも
言えなかったから

電話や対面では相談しにく
いから（メール、ライン等の
SNS があれば相談できる）

行政機関等の相談時間が
合わないから

相談しても解決できないと
思ったから

自分さえ我慢すればよいと
思ったから

他人を巻き込みたくなかった
から

そのことについて思い出した
くなかったから

自分にも悪いところがあると
思ったから

相談するほどのことでもない
と思ったから

その他

無回答

12.7

18.2

0.0

1.8

43.6

38.2

16.4

5.5

23.6

45.5

7.3

3.6

0 20 40 60 80 100

増えた 変わらない 減った もともとしていない・ない 無回答

回答者数 ＝ 446

Ａ　仕事の時間

Ｂ　家事の時間

Ｃ　育児の時間

Ｄ　介護の時間

Ｅ　配偶者・パートナー

    からの暴力

Ｆ　雇用や所得などの

    経済面

Ｇ　こころや身体に関す

    る健康面

Ｈ　家事・育児・介護

＜女 性＞

時

間

の

変

化

に

つ

い

て

不

安

感

に

つ

い

て

4.7

25.8

10.8

4.0

1.3

13.0

40.6

21.7

51.1

60.3

20.9

13.7

7.8

41.3

37.7

46.6

11.4

1.1

0.4

0.7

0.2

12.1

2.5

0.2

26.5

8.1

58.7

72.4

80.3

22.6

12.8

22.2

6.3

4.7

9.2

9.2

10.3

11.0

6.5

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 ＝ 390

Ａ　仕事の時間

Ｂ　家事の時間

Ｃ　育児の時間

Ｄ　介護の時間

Ｅ　配偶者・パートナー

    からの暴力

Ｆ　雇用や所得などの

    経済面

Ｇ　こころや身体に関す

    る健康面

Ｈ　家事・育児・介護

＜男 性＞

時

間

の

変

化

に

つ

い

て

不

安

感

に

つ

い

て

7.2

18.2

6.4

2.6

1.0

9.7

31.0

9.7

51.8

58.2

24.1

15.1

11.5

37.4

39.5

45.4

15.1

2.1

0.5

0.5

0.8

15.4

3.6

0.8

20.5

15.1

58.7

72.1

73.8

24.9

15.6

31.8

5.4

6.4

10.3

9.7

12.8

12.6

10.3

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４ 


